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原 著

獅 子,虎,豹,「 ピウマ」及 び「ハ イ エナ」の膽 汁 成分 に就 て

岡山醫科大學生化 學敎 室(主 任　淸水敎授)

宅 間 恒 治

大 阪 動 物 團 長 の 好 意 で 獅 子(Felis leo leo

 L.),虎(Felis tigris tigris L.),豹(Felis

 pardus fusca Meyer),「 ピ ウ マ 」(Felis con

color L.),「 斑 ハ イ エ ナ 」(Hyjena crocuta

 Erxleben)の 各 種 猛 獸 の 膽 汁 を 入 手 す る を得

て,之 等 膽 汁 成 分 た る 膽 汁 酸 の 種 類 及 び 含 有

量 を明 か に した.

此 中獅 子 の 膽汁 成 分 に 就 て は 既 に 田 中1)

 (1932)が,又 豹 の膽 汁 成分 につ き て は 木 村2)

膽 汁 の みはDesoxychol-酸 を含 有 せ ず して

Desoxychol-酸 劃 分 に 融 點198℃ のChol-酸

に類 似 した 一新 膽 汁酸 を分離 した が,收 量 少

いた め(20mg)其 本態 を究 め る事 が 出來 なか

つ た.

實 驗 の 部

(1) 獅 子(Felis leo leo L.)の 膽汁

ア フリカ産獅子の膽 嚢は鳩卵大で膽嚢1個

は 暗褐色の膽汁約25cc含 み, Lakmus試 驗

紙で中性反應 を呈す.

此膽汁25ccに 酒精 を加へて除蚤白 して後

「ヱーテル」抽出液 を作 り,炭 酸曹達溶液で酸

を除去 した「ヱーテル」溶液か ら微 量のChole

sterinが 得 られ る.膽 汁は型の如 く加水分解

が その膽 汁 か らChol-酸 とTaurinと を 分 離

した.余 は 更 に之 を精 査 して何 れ の膽 汁 に も

Chol-酸 の 外 にDesoxychol-酸 及 びCheno

desoxychol-酸 が 含有 されて お る事 を證 明 し,

極 少量 で あ るが 獅 子 の膽 汁 にはLithochol-酸

が含 まれ て お る事 を推 定 させ る成 績 を 得 た.

其 他 の動 物 の膽 汁 成 分,膽 汁酸 の 含有 量 は次

表 に示 す よ うで あ る.

下 記表 に示 した結 果 を得 た が 只「ハ イ エナ 」

し,之 か ら「ヱ ーテ ル 」浸 出 に よつ て黄 褐 色 の

結 晶 を得.酒精 か ら再 結 晶 して 融 點198° で

純Chol-酸 と混 融 試驗 して 融 點 降 下 の な い

Mylius Hammarsten兩 反 應 陽 性 の もの1.4g

得 た.

3.620mg 物質: 9.310mg CO2, 3.180mg H2O

C24H40O5 計 算 値 C 70.53% H 9.87%

實 驗 値 〃 70.14% H 9.83%

Chol-酸 を含む 沈 渣 と 瀘 別 した 「ヱ ー テル 」

溶 液 は 之 をWieland-日 置3)の 方 法 に よ り15

%と25%塩 酸 の溶 液 で振 盪抽 出 し,15%塩

酸 溶 液 か らはMylius Hammarsten兩 反 應 陽

性 で 融 點198° 純Chol-酸 と混 融 し融 點 降 下

を示 さ な い物 質0.4gを 得,念 の た め 次 の よ
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う に原 素 分 析 を行 つ た.

4.030mg物 質: 10.440mg CO2, 3.550mg H2O

C24H40O5 計 質 値 C 70.53% H 9.87%

實 驗 値 〃 70.65% 〃 9.86%

25%塩 酸 抽 出溶 液 か らは氷 醋 酸 か ら再 結

晶 す る と融 貼145° で 純 醋 酸-Cholein-酸 と混

融 し融 點 降 下 しな い 結 晶0.5gを 得,原 素 分

析 の結 果 は次 の よ うで あ る.

4.030mg物 質: 10.160mg CO2, 3.580mg H2O

C24H40O4・CH3COOH

計 算 値 C 68.97% H・9.80%

實 驗 値 〃 68.76% 〃 9.94%

次 にDesoxychol-酸 を 除 去 した 瀘 液 か ら型

の 如 く 處 理 し,Ba塩 と し てChenodesoxy

chol-酸0.02gを 得 た,之 か らLiebermann反

應 が 紫 紅 色 を呈 す る 游 離 酸 を 得 た が 結 晶 さ せ

る 事 が 出 來 な か つ た.

15%, 25%塩 酸 で抽 出 した 「ヱ ー テ ル 」母 液

か らLithochol-酸 と 思 はれ る 結 晶 微 量 分 離 し

た が 之 を確 證 す る 事 が 出 来 な か つ た.

Lithochol-酸 を 除 い た 「ヱ ー テ ル 」溶 液 か ら

極 め て 微 量 の 融 鮎66°-67°CのPalmitin-酸

を 得 た.

3.860mg物 質: 10.775mg CO2, 4.425mg H2O

C18H35O2 計 算 値 C 76.00% H 12.76%

實 驗 値 〃 76.13% 〃 12.83%

(2) 虎(Felis tigris tigris Ｌ.)の 膽 汁

印 度 産 虎 の 膽 嚢 は 鳩 卵 大 で 膽 嚢1個 は 黄 色

の 膽 汁 約20ccを 含 みLakmus試 驗 紙 で 中性

反 應 を呈 す.此 膽 汁20ccを 用 ひ(1)と 同 じ

方 法 で先 づChol-酸1.0gを 得 次 の 分 析 結 果

を得 た.

3.710mg物 質: 9.575mg CO2, 3.250mg H2O

3.830mg 〃 9.912mg 〃 3.362mg 〃

C24H40O5 計 算 値 C 70.53% H 9.87%

實 驗 値 〃 70.39% 〃 9.80%

〃 70.58% 〃 9.82%

又Chol-酸 を 除 去 した 濾 液 か ら 型 の 如 く 處

理 して 融 貼145° で 次 の 分 析 結 果 を 示 す 醋 酸

Cholein-酸0.4gを 得 た.

3.700mg物 質: 9.262mg CO2, 3.225mg H2O

C26H44O6 計 算 値 C 68.97% H 9.80%

實 驗 値 〃 68.27% 〃 9.75%

尚 ほDesoxychol-酸 を 分 離 した 母 液 か ら更

にChol-酸0.15gと 更 にDesoxyehol-酸 を 結

晶 と して 析 出 した 殘 渣 を集 め てBa塩 沈 澱 と

して 分 離 した もの か らLiebermann反 應 が 紫

紅 色 を 呈 す るChenodesoxychol-酸 と 思 は れ

る もの 約50mg得 た.

(3) 豹(Felis pardus fusca Meyer)の 膽 汁

印 度 産 豹 の 膽 嚢 は 鳩 卵 大 で 膽 嚢1個 は 暗 褐

色 の 膽 汗 約25ccを 含 みLakmlls試 驗 紙 で 中

性 反 應 を呈 す.此 膽 汁25ccを 加 水 分 解 し常

法 に 從 つ て 處 理 しChol-酸0.8g, Desoxschol-

酸 を醋 酸Cholein-酸 と して0.2gを 得 た.分

析 結 果 は 次 の よ うで あ る.

3.850mg物 質: 9.938mg CO2, 3.362mg H2O

C24H40O5 計 算 値 C 70.53% H 9.87%

實 驗 値 〃 70.40% 〃 9.77%

4.120mg物 質: 10.338mg CO2, 3.575mg H2O

C26H44O6 計 算 値 C 68.97% H 9.80%

實 驗 値 〃 68.43% 〃 9.71%

尚 ほDesoxychol-酸 を 分 離 し た 殘 渣 か ら

Chenodegoxychol-酸 を 約20mg得 た.

(4) 「ピ ウ マ 」(Felie concolor L.)の 膽 汁

「ピ ウ マ 」は 別 名 「ア メ リカ ラ イ オ ン 」と もい

わ れ,そ の 膽 嚢 は 鳩 卵 大 で 膽 嚢1個 は 淡 黄 色

の 膽 汁 約20ccを 含 みLakmus試 驗 紙 で 中性

反 應 を 呈 す.

此 膽 汁20ccか ら 常 法 に よ つ てChol-酸

2.05gとDesoxychol-酸 を 醋 酸Cholein-酸 と

し て0.2g及 びChenodesoxychol-酸20mg

を 得 そ の 分 析 を下 に 示 した.

3.360mg 物 質: 10.00mg CO2, 3.387mg H2O

C24H40O5 計 算 値 C 70.53% H 9.87%

實 驗 値 〃 70.66% 〃 9.82%

3.690mg, 3.750mg物 質:

9.271, 9.463mg CO2, 3.172, 3.325mg H2O

CH3-COOH-C24H40O4

計 算 値 C 68.97% H 9.80%

實 驗 値 〃 68.52, 68.82% 〃 9.62, 9.92%
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(5) 「斑 ハ イエナ 」(Hyjena crocuta Erx

leben)の 膽 汁

印度 産「斑 ハイ エナ 」の膽 嚢 は鳩 卵大 で1個

は綠 色 の膽 汁約20ccを 含 みLakmus試 驗 紙

で 中性 反應 を呈 す.此 膽 汁20ccか ら常 法 に

よつ てChol-酸1.0gと 此Chol-酸 を結 晶 と し

て取 出 した 「ヱー テル」母液 を處 理塩 化Baで

沈澱 し うるDesoxychol-酸 劃 分 か らBa塩 と

して 新 膽汁酸 を分 離 した.此Ba塩 を 曹達 鹽

と し此溶 液 を塩 酸 で酸 性 に しつ ゝ「ヱ ーテ ル 」

で 抽 出,之 を脱 脂 後Acetonに と り,次 い で

酒精 か ら再結 晶す る と融 點198° で純Chol-酸

と混融 試驗 し,融 點 降 下 を示 す 新 膽 汁 酸20

mgを 得 た.

此 新 膽 汁酸 を除 い た殘 液 か らBa塩 と し て

Liebermann反 應紫 紅 色 を呈す る 物 質 微 量 得

られた.恐 ら くChenodesoxychol-酸 な らん.

尚 之 等 の 新膽 汁 酸 及 びChenodesoxychol-酸

をBa鹽 と し て 沈 澱 さ した 母 液 か ら更 に

Chol-酸0.3gが 得 られ た.其 分析 を示せ ば 次

の よ うで あ る.

3.880mg物 質: 10.075mg CO2, 3.425mg H2O

C24H40O5計 算 値　 C 70.53% H 9.87%

實驗 値　 〃 70.82% 〃 9.88%

稿 を終 るに臨み終始御懇篤な る御指 導 と御校閲

を賜 りし恩師淸 水敎 授 に深甚 な る謝意 を表 し,又

實驗 中多大の御援助 を賜 りし數寿專門部敎 授に深
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